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勞
働
ぞ
の
槪
念
を
分
ち
«

消

：勞

働

：

1

:
で
交
換
偾
値
決
定
0'

唯
；
の
標
準
ビ
し
た
る
.乙
：ミ
ぼ
_

が
勞
働
力
の
®

値

 ̂

勞
働
の
分
^

ビ
の
一一

っ
の
槪
念
を
.分
別
し
貨
傭
の
交
桷
憤
値
は
勞
働
力
の
®

値
に
依
り
て
決
定
：せ
ら
れ
ず
勞
働
.の
分 

S

に
'侬
b

て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
シ
、
且
ツ
前
者
は
後
#

ょ
b

小
で
あ
S

こ
ビ
を
認
識
せ
る
に
山
る
も
の
で
あ 

るV
J

說
き
第
•四
葷
R

於
で
は「

貨
物
の
交
換
價
値
は
そ
れ
が
生
產
に
費
さ
れ
た
る
勞
働
，の
分
觉
！1
ょ
&

決
定
，測
量
せ 

ら
る
V

ど
云
ふ
命
題
に
於
て
リ
力
ァ
、K
は
此
價
値
形
成
勞
働
を
如
何
に
«

定
す
る
.と，」

ろ

が

あ'つ
た
で
あ
ら
ぅ
か」

ざ
云
ぶ
問
題
を
提
出
し
勞
働
を
價
値
の
質
的
规
制
者
i

し
て
の
勞
働
ヒ
量
'的

规

制

者

^
し

て

の

勞

慟
ヾ

」

の
二
っ
^

殳 

ち
前
者
に
關
聯
し
て
は
，ソ
力
ル
ド
ォ
は
勞
働
の
^

©

を
認
め
穴
が
其
眾
位
の
本
質
を
«

©
す

る
に
至
ら
な
か
.

つ
た
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ミ
を
指
摘
し
て
玆
に
槭
の
價
値
論
の
未
熟
な
る
一
因
在
ヶ
ミ
な
し
後
者
に
關
聯
し
て
は
リ
氏
が
價
値
論
の
規
制
渚
^
 

し
て
®

め
た
る
は
^

均
勞
働
分
量
な
り
ミ
爲
す
說‘W

最
大
勞
働
分
量
な
々
爲
す
說
せ
の一 ,

1

つ
あ
りV

J

し
て
之
を
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介
し
た
る
後
に
自
ら
の
斷
案
ビ
し
.

て
前
者
は
慎
値
決
定
の

T

般
的
規
定
で
あ
A

後
者
は
其
具
®

的
k

實
現
せ
ら
る
、 

规
定
の
1

つ
'
の
場
合
で
あ
5 -

^

解
答
し
て
届
ら
る
>

や
5

で
あ
る
。

猶
( !
:

著
者
は
第
五
# ;

に
於
て
直
接
勞
働
5

M

罾
勞
働
を
第
六
章
に
於
て
相
對
M

«

^

眞
«

ハ
絕
#〕

«
«
を
第
七
章 

に
旅
で
價
値
の
實
體

ビ
尺
度
ど
を
論
究
し
て
居
ら
る
ゝ

が
、
而
し
て
是
等
：の
諸
章
特
に
.
最
狻
の
.

章

の

議

論

は

大

^

賛 

成
を
表
せ
ん
ど
す
る
所
で
あ
る
が
其
紹
介
ば
®

に
は
之
を
割
愛
す
る
こ
f

し

て

、

以

下

第

：一

1

篇
に
就
て
其
大
要
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言
へ
ば
著
者
は
ジ
ヵ
ル
ド
ォ
の
擧
.け
た
る
固
定
資
本
流
動
資
本
の
區
別
は
.
其
自
體
に
於
て
，缺
陷
あ
る
の
み
な
ら
中
他 

方

に

於

て

不

變

資

本

可

®

資

本

の

區

别

€ 
b

T

l

る
不
十
分
な
る
も
の
で
あ

る

。
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芽
し
、
彼
の
利
澗
論
.
は
妓
じ
發
生
し
が
の
價
値
論
は
終
に
其
本
躐
ょ
b

離
れ
ん
ミ
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
ぞ
斯
ぅ
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一
衣
ふ
觅
地
ょ
り
所
謂
リ
方
ル
ド
冴
價
値
論
の
內
容
に
立
入
っ
て
討
究
せ
ら
る
、
の
で
あ
っ
て
其
目
的
の
爲
め
に
由
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を
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：潤
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相
對
價
値
に
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ぼ
す
影
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勞

賃

の

相

對

價

値

^
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ぼ
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^
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に

說
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し

、.最
後
に
ジ
氏
は
此
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て
彼
の
價
値
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.を
放
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す
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に
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り
た
る
.も
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で
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ら
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か
否
か
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は

リ

氏

比
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ヤ
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價
値
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：ざ
ル
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む
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に
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め
る
か
ら
修
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は
眞
に
修
芷
な
b
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爲
す
が
併
し
勞
働
價
値
詆
に
规
解
あ
厶
も
の
は
リ
氏
は
利
澗
を
相
對
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値
變
動
の
'獨
立
の一

要
索
ビ
し
て
認
め
んw

し
た
る
は
事
實
で
は
あ
る
が
彼
の
勞
働
價
値
說
の
本
質
及
：び
所
謂
修
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の
內
容
ば
利
潤
?:

勞
働
價
値
ょ
々
說
明
す
可
ぐ
已
に
大
體
：に
於
て
可
な
々
十
分
な
る
程
度
に
於
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成
せ
ら
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た
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た
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彼
は
一
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を
進
吟
て
利
潤
を
斯
の
如
く
餘
剩
價
値
す
し
て
意
識
的
に
說
明
す
る
に
至
ら
な
か
0

た
；に
猶
ぎ 

な
い
ヒ
解
す
る
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で
あ
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、
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は
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g

後

者

に
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ふ
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し
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自
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態
度
を
»

_
し
.て
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ら

る
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筆
者
：は
著
者
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此
表
明
に
對
し
て
は
是
非
を 
一

K

爲
す
可
き
地
位
に
置
か
れ
て
あ
ら
ぬ
か
ら
沈
默
す
る
0

外
は
な
い
が
、
リ

氏
が
是
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の
修
]£

の
後
に
於
て
も
勞
働
價
値
說
を
守
ら
ん
ミ
し
た
る
其
.形
跡
は
彼
の「

原
論」

を
讀
む
者
の
否
定
し
得
ぬ
：所
で
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る
か
ら
彼
の
原
論
を
甚
礎
ど

し
て
議
論
を
立
つ
ろ

限
4

に
於
て
は
著
考
の
此
表
明
に
賛
^

せ
-ざ
る
を
得
な
い
で
あ
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ぅw

姐
ふ
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併
し
問
題
は「

原
論」

以
外
に
在
り
ビ

も
一
本
ひ
得
る
0

で
あ
つ
て
此
點
ば
實
は
®

の
迷
ひ
っ
、
あ
る
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た
る
の
で
あ
名
。
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第
三
傭
及
び
結
論
の
所
說
に
就
て
は
筆
者
は
别
に
其
機
會
ぜ
其
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あ
る
可
き
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厥
ふ
て
一
双
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れ
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」
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す
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深
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著
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月
九
日
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後
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學
會
例
會
を
開
く
。1
-唯
物
史
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0
先
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な
る
演
題
の
下
に
平
井
敎
授
の
講
脱
ぁ
ぅ
。
閉
會
後
寓
來
舍
に
於
て
晚
發
會
を
開
ぐ
，出
席
者
は
平
井
敎
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